
 
 

主  題 公共工事発注機関との合同パトロールを実施しました 

開催日時 平成 24 年 9 月 25、27、28 日 開催場所 管内 建設工事現場 

参加人数 長崎市、西海市 主  催 長崎 労働基準監督署 

パトロール開催の目的（趣旨） 

 建設工事の安全衛生管理について、公共工事の発注者及び施工業者と合同でパトロー
ルを行うことで、改善点・好事例などの情報を共有し、他の建設現場への水平展開を図

ることを目的に合同パトロールを実施しました。 

パトロールの概要 
 平成 24年 8月 22日、長崎労働基準監督署（署長 村岡 芳子）は長崎労働基準監督
署管内の各公共工事発注機関（長崎県、長崎市、長与町、時津町及び西海市）とで構成

する連絡協議会において、建設業の労働災害を減少させる取り組みとして合同でのパト

ロールを提案し平成 24年 9月から実施しています。 
 
 平成 24 年 9 月には長崎市（上下水道局、土木部）、西海市のそれぞれの発注機関と合
同パトロールを実施し、 
 ① 墜落転落災害 ②車両系建設機械災害 ③地山の崩壊対策  
を重点にパトロールを行い、危険予知活動等の自主的安全衛生活動の取り組み状況など

を確認しました。 
 
 今後も発注機関と連携し、建設現場の合同パトロールを毎月数回行う予定です。 
 各現場におかれましては、年末年始・年度末に向けて繁忙となりますが、リスクアセ

スメントの積極的な取り組みと、安全衛生対策に取り組んで頂き、安全を最優先した施

工をお願い致します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


